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溶液を用いた場合の感度は 18.9 OIU/RIU、検出限界は 5.3 × 10-4 RIUであった。また、表面にビオチン
を固定化してアビジンのここへの結合を調べたところ、DC センサはこれに対する応答を示し、表面センサ




合が悪い。長いデバイス長を維持したまま、センシング領域をコンパクトにするため、波長 1.3 µm で動作
するシリコン細線導波路を用い、長いDCを折り畳んだ構造体を形成している。屈折率変化に対する応答
を含むシリコン DC の基本特性を示し、折り畳み DC の設計、作製、評価を行ったことが述べられている。
折り畳み DC 中の２つの曲線導波路のうち、外側の導波路には位相整合用スペーサー導波路を挿入し、
折り畳み DC が動作することを３次元 FDTD 法により明らかにしている。また、実際に電子線描画や反応
性イオンエッチングなどの微細加工プロセスにより、SOI ウエハ上に全長の異なる折り畳みシリコン DC を
複数種類作製し、特性評価を行っている。その結果、取得信号から折り畳み DC を用いた屈折率測定が













シングを目指した DC 型センサを示している。ポリマー導波路よりも光の閉じ込め効果の大きい SiN 導波
路を用いて２本の導波路間にわずかなギャップを有する DC を作製し、実際に低濃度のストレプトアビジ
ンを検出できている。DC は長いほど感度が良くなるが、これでは微量サンプルの分析には都合が悪い。









平成 29年 2月 14日、数理物質科学研究科学位論文審査委員会において審査委員の全員出席のも
と、著者に論文について説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。その結果、審査委員全員によ
って、合格と判定された。 
 
〔結論〕 
上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資
格を有するものと認める。 
 
